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心理学研究において, これまでイメージ (心像, ��������) について多くの報告がなされてきた｡ イメージ
は個人差の大きい主観的な現象と考えられ, その定義は

一様ではない｡ ����������(1969) は, イメージを �①
準感覚的体験または準知覚的体験を指し, ②われわれが

自己意識的に気づいている経験であり, ③それに対応し

た本物の感覚ないし知覚を産みだすことが知られている

ような刺激条件が実際に存在しないのに, われわれにとっ

て存在しているような経験であり, ④その刺激条件に対

応した感覚ないし知覚の場合とは違った結果が期待され

うるような経験である�と網羅的に定義している｡
このようなイメージは, 長谷川 (1998) が �感覚刺激

が存在せずに, 感覚経験に類似して生起し, しかも心理

的効果をもたらす心理過程�と定義しているように, 心
理臨床においてもその有用性が多数報告されている｡ 水

島・上杉 (1983) は, �投映法をはじめ, 多くの心理テ
ストはイメージを用いてなされ, 心理療法もまたイメー

ジの世界をぬきにしては成り立たない�と述べているよ
うに, 心理臨床においてイメージは重要な役割を果たし

ていると言えよう｡ 投映法などのアセスメントでは, ど

のようなイメージを浮かべやすいかが, その人のパーソ

ナリティをあらわすということを前提としており (大熊,

1983), クライエントを理解するための多くの技法が提

出されている｡ また, 心理療法では, 精神分析における

自由連想や行動療法における系統的脱感作など, さまざ

まな心理療法にイメージが活用されている｡ そして, 特

にイメージを中心とする心理療法はイメージ療法と言わ

れており, 水島 (1984) は, その定義を �視覚的イメー
ジを中核として技法を構成されたもの�としている｡ そ
して, イメージ療法では, クライエントがどのような内

容のイメージを想起しているか, という ｢イメージの内

容｣ と, イメージがどのように体験されているか, といっ

た ｢イメージの体験様式｣ が重要視され, 研究が進めら

れている (田嶌, 1987, 1992, 1996)｡

以上のように, 主観的体験であるイメージはその定義

が容易ではないものの, ������(2002) が, �どのグルー
プや流派のセラピストでもイメージを治療の実際場面へ

容易に適用することができる�と述べているように, 心
理臨床においては有用な概念として利用されている｡ し

かし, アセスメントでは ｢どのようなイメージを浮かべ

やすいか？｣ という観点から個別的なパーソナリティの

理解に利用されているが, 主体がイメージを想起する際,

一般的にどのようなイメージ傾向がみられるかはよく分

かっていない｡ 先行研究では, 特定の刺激語についての

イメージ内容の分類がいくつか認められるが (例えば丹

下, 2002), イメージ想起そのものに着目した分類はほ

とんどみられない｡ それは, 心理臨床における個別性を

重視する観点から, 主体であるクライエントが想起した

イメージの主観的なイメージ内容やその体験様式を丁寧

に取り扱うことが臨床的な有用性が高いと考えられるた
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めであろう｡ しかしながら, 投映法を中心とするアセス

メントや心理療法でイメージを利用するには, 主体のイ

メージの個別性に着目するだけではなく, ｢そもそも人

はどのようなイメージを想起する傾向があるのか？｣ と

いったイメージの一般性に着目した基礎的な研究も不可

欠と考えられる｡ それは, 心理臨床という特殊な場面で

のイメージ傾向やその内容, 体験様式を問題にするとき

に, クライエントの普段のイメージ傾向やその内容, 体

験様式を考慮することがより心理臨床で有効であると考

えられるからである｡

以上のことから, 本研究ではいくつかの一般的な刺激

価により想起されたイメージを横断的・探索的に分析し,

イメージを想起する際にみられる一般的なイメージの想

起傾向を検討する｡ �. 方法
調査対象者 大学生 125 名 (男性 40 名, 女子 85 名, 平

均年齢 20�98 歳, ��1�49) を対象とした｡ なお, 調査対
象者の年齢範囲は 19 歳から 28 歳であり, 質問紙は個人

の特定ができないよう無記名とした｡

調査時期 2000 年 11 月中旬に調査を行った｡

材料 イメージの想起傾向を測定するために, 刺激語か

ら連想されたイメージを問う設問による自由記述形式の

質問紙を作成した｡ 刺激語は, ����������������
(1961) や高橋 (1998) などのイメージに関する先行研

究を参考に設定した｡ また, イメージの喚起性を考慮し,

具象語と抽象語により構成した｡ 質問紙は, 『コンピュー

ター』 『愛』 『希望』 『鬼』 『車』 『芸術』 『サンタクロース』

『地震』 『家族』 『将来』 の 10の刺激語で構成されている｡

手続き 調査対象者に作成した質問紙調査を集団法によ

り実施した｡ まず, 大学の通常の講義内で質問紙を配布

し, 調査者の指示に従って回答するよう求めた｡ また,

調査を始めるにあたり, 調査者は以下の 5点について注

意を促す教示を行った｡ ①ある刺激語について連続連想

(山, 1986) により単語で反応し, 所定の用紙に記入す

ること, ②制限時間 1分間にできるだけ多く回答するこ

と, ③調査者の指示に従い連想語の記入を始め, 終了す

ること, ④反応語が浮かばなくても指示があるまで次の

項目を始めないこと, ⑤制限時間外に反応語が浮かんで

もつぎ足して記入しないこと｡

連続連想とは, 連想を連鎖的に行うのではなく, 1 つ

の刺激語に複数の反応を求めるものである｡ 調査対象者

は自分の反応語からの連想ではなく, 常に 1つの刺激語

からの連想語を求められている｡ この方法により調査対

象者の意図的・形式的な反応ではなく, 複数の反応語を

求めることができる｡

分析方法 ある刺激語からイメージを想起することは,

調査対象者の主観的な体験に基づくものであり, 質的分

析による検証が妥当である｡ 特定の刺激語から喚起され

るイメージの内容から, イメージの想起傾向を明らかに

するため, 質的研究法のひとつである��法 (川喜田,

1967) を用いた｡ また, 反応語の分類は, 筆者を含む臨

床心理学を専攻する大学院生 2名で行った｡�. 結果��法を用いて各刺激語から想起された反応語を分類
し, 概念化およびカテゴリーの生成を行った｡ 刺激語に

対して連想されたイメージは主観的なものと考えられ,

自由記述形式によるすべての反応語に対する概念化およ

びカテゴリー化は困難である｡ 従って, 現実的に客観的

な刺激語の属性を明確にするため, 各刺激語に対し, 反

応語出現率が 10�以上の反応内容 (���������������)
について分析の対象とした｡

各刺激語から連想された反応語数を�����1 に示す｡
また, 各刺激語における反応語と出現率, 反応語の概念

化とカテゴリー生成, および刺激語のイメージ属性につ

いて, 以下に述べる｡

1 . 『コンピューター』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『コンピューター』 における反応語数は同義語を含め,

1052 語であった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と
出現率を�����2 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『コンピューター』 から連想された反

応語を分類し, 以下のような概念とカテゴリーが生成さ

れた (�����3)｡
3 ) 『コンピューター』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『コンピューター』 という刺激語では, ｢画面｣
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刺 激 語 反応語数 (同語を含む)

コンピューター 1052語

愛 977語

希望 815語

鬼 1085語

車 1082語

芸術 982語

サンタクロース 1435語

地震 976語

家族 1133語

将来 937語��125
������

各刺激語に対する反応語数



や ｢キーボード｣ という反応語から＜構成要素＞や,

｢インターネット｣ ｢ゲーム｣ という反応語から＜用途＞

などの概念化がなされた｡ そして, それらの概念から

【認知的イメージ】 のカテゴリーが生成され, 『コンピュー

ター』 という刺激語から喚起されるイメージの 72�6％を
占めることが確認された｡ 結果, 『コンピューター』 に

は, 【認知的イメージ】 【言語的イメージ】 【感覚的イメー

ジ】 のイメージ属性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝210�91, ��＝2, �＜�001)｡
また, 【認知的イメージ】 と 【言語的イメージ】 は同次

元のカテゴリーと考えられ, それらをまとめたものと

【感覚的イメージ】 の 2 カテゴリー間において, χ2 検

定を行った｡ その結果, 有意な比率の偏りが認められた

(χ2＝144�16, ��＝1, �＜�001)｡ 以上のことから, 『コ
ンピューター』 では, 【認知的イメージ】 と 【言語的イ

メージ】 をまとめたものが, 【感覚的イメージ】 より有

意に高い比率で想起されやすいことが明らかとなった｡

2 . 『愛』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『愛』 における反応語数は同義語を含め, 977 語であっ

た｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����4 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『愛』 から連想された反応語を分類し,

以下のような概念とカテゴリーが生成された (�����5)｡
3 ) 『愛』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『愛』 という刺激語では, ｢恋人｣ や ｢親子｣ と

いう反応語から＜人物＞や, ｢あたたかい｣ という反応

語から＜感情＞などの概念化がなされた｡ そして, それ

らの概念から 【感覚的イメージ】 のカテゴリーが生成さ

れ, 『愛』 という刺激語から喚起されるイメージの 62�4
％を占めることが確認された｡ 結果, 『愛』 には, 【感覚

的イメージ】 【認知的イメージ】 のイメージ属性がある

ことが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝12�38, ��＝1, �＜�001)｡
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反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

インターネット 53 42�40�
機械 48 38�40�
パソコン 36 28�80�
キーボード 35 28�00�
ロボット 29 23�20�
マウス 25 20�00�
難しい 24 19�20�
便利 23 18�40�
画面 16 12�80�
ゲーム 14 11�20���125 反応語に同義語は含まない
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『コンピューター』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー 概 念 反 応 語

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

認知的イメージ
(72�6) 構成要素

(25�1) 画面
キーボード
マウス

機械
(25�4) 機械

ロボット

用途
(22�1) インターネット

ゲーム

言語的イメージ
(11�9) 言い換え

(11�9) パソコン

感覚的イメージ
(15�5) 使用感

(15�5) 難しい
便利�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す

������
『コンピューター』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

恋人 35 28�00�
赤 30 24�00�

ハート 29 23�20�
あたたかい 26 20�80�
家族 23 18�40�
結婚 18 14�40�
恋 14 11�20�

子ども 14 11�20�
親子 13 10�40���125 反応語に同義語は含まない

������
『愛』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー サブ・カテゴリー 概 念 下位概念 反応語

愛

感覚的
イメージ
(62�4) 感情対象

(42�1) 家族

人物
(30�7) 恋人

親子

子ども

感情
(20�3) あたたかい

赤

認知的
イメージ
(37�6) 認知

(21�8) 具象化 ハート

形態
(15�8) 恋

結婚�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す
������

『愛』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程



以上のことから, 『愛』 では, 【感覚的イメージ】 が 【認

知的イメージ】 より有意に高い比率で想起されやすいこ

とが明らかとなった｡

3 . 『希望』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『希望』 における反応語数は同義語を含め, 815 語で

あった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����6 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『希望』 から連想された反応語を分類

し, 以下のような概念とカテゴリーが生成された

(�����7)｡
3 ) 『希望』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『希望』 という刺激語では, ｢未来｣ や ｢将来｣

｢明るい｣ という反応語から＜肯定的展望＞や ｢夢｣ ｢努

力｣ という反応語から＜希求＞などの概念化がなされた｡

そして, それらの概念から 【認知的イメージ】 のカテゴ

リーおよび 【生産的イメージ】 のカテゴリーが生成され

た｡ 結果, 『希望』 には, 【言語的イメージ】 【認知的イ

メージ】 【生産的イメージ】 のイメージ属性があること

が判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝139�95, ��＝2, �＜�001)｡

また, 【言語的イメージ】 と 【認知的イメージ】 は同次

元のカテゴリーと考えられ, それらをまとめたものと

【生産的イメージ】 の 2 カテゴリー間において, χ2 検

定を行った｡ その結果, 有意な比率の偏りが認められた

χ2＝48�86, ��＝1, �＜�001)｡ 以上のことから, 『希望』
では, 【言語的イメージ】 と 【認知的イメージ】 をまと

めたものが, 【生産的イメージ】 より有意に高い比率で

想起されやすいことが明らかとなった｡

4 . 『鬼』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『鬼』 における反応語数は同義語を含め, 1085語であっ

た｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����8 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『鬼』 から連想された反応語を分類し,

以下のような概念とカテゴリーが生成された (�����9)｡
3 ) 『鬼』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『鬼』 という刺激語では, 反応語から＜身体的

特徴＞や＜種類＞という概念が生成され, 【認知的イメー

ジ】 というカテゴリーの生成に至った｡ また, ＜昔話＞

＜行事＞という概念から 【文化的イメージ】 のカテゴリー

が生成された｡ 結果, 『鬼』 には, 【言語的イメージ】

【認知的イメージ】 【感覚的イメージ】 【文化的イメージ】

のイメージ属性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝218�36, ��＝3, �＜�001)｡

九州大学心理学研究 第11巻 2010��
反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

夢 60 48�00�
未来 51 40�80�
光 49 39�20�

明るい 42 33�60�
将来 31 24�80�
絶望 17 13�60�
努力 16 12�80���125 反応語に同義語は含まない

������
『希望』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー 概 念 反応語

希望

言語的イメージ
(6�4) 対義語 絶望

認知的イメージ
(65�0) 肯定的展望

未来

将来

明るい

光

生産的イメージ
(28�6) 希求

夢

努力�( ) 内は刺激語に対するカテゴリーの割合 (％) を表す

������
『希望』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

つの 68 54�40�
赤 61 48�80�
こわい 51 40�80�
金棒 42 33�60�
青 40 32�00�
昔話 36 28�80�
桃太郎 33 26�40�
節分 29 23�20�
キバ 21 16�80�
大きい 20 16�00�
地獄 17 13�60�
豆 16 12�80�
心 16 12�80�
赤鬼 15 12�00�
豆まき 14 11�20�
悪魔 13 10�40���125 反応語に同義語は含まない

������
『鬼』 における反応語と出現率



また, 【言語的イメージ】 と 【認知的イメージ】 【文化的

イメージ】 は同次元のカテゴリーと考えられ, それらを

まとめたものと 【感覚的イメージ】 の 2カテゴリー間に

おいて, χ2 検定を行った｡ その結果, 有意な比率の偏

りが認められた (χ2＝309�15, ��＝1, �＜�001)｡ 以上
のことから, 『鬼』 においては, 【言語的イメージ】 と

【認知的イメージ】 【文化的イメージ】 をまとめたものが,

【感覚的イメージ】 より有意に高い比率で想起されやす

いことが明らかとなった｡

5 . 『車』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『車』 における反応語数は同義語を含め, 1082語であっ

た｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����
10 に示す｡

2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『車』 から連想された反応語を分類し,

以下のような概念とカテゴリーが生成された (�����11)｡
3 ) 『車』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『車』 という刺激語では, ｢ドライブ｣ や ｢免許｣

という反応語から＜用途＞や, ｢タイヤ｣ ｢運転｣ という

反応語から＜認知＞などの概念化がなされた｡ そして,

それらの概念から 【認知的イメージ】 のカテゴリーが生

成され, 『車』 という刺激語から喚起されるイメージの

66�7％を占めることが確認された｡ 結果, 『車』 には,
【言語的イメージ】 【認知的イメージ】 【感覚的イメージ】

のイメージ属性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な比

率の偏りが認められた (χ2＝193�54, ��＝2, �＜�001)｡
また, 『車』 のカテゴリーである 【言語的イメージ】 と

【認知的イメージ】 は同次元のカテゴリーと考えられ, そ

れらをまとめたものと 【感覚的イメージ】 の 2カテゴリー

間において, χ2 検定を行った｡ その結果, 有意な比率

の偏りが認められた (χ2＝59�76, ��＝1, �＜�001)｡ 以
上のことから, 『車』 では, 【言語的イメージ】 と 【認知

的イメージ】 をまとめたものが, 【感覚的イメージ】 より

有意に高い比率で想起されやすいことが明らかとなった｡

桑本：青年期におけるイメージの想起傾向に関する探索的研究 ��
刺激語 カテゴリー 概 念 下位概念 反応語

鬼

言語的イメージ
(11�8) ことわざ

(8�5) 金棒

被形容
(3�5) 心

認知的イメージ
(51�9) 身体的特徴

(22�2) キバ

つの

大きい

種類
(23�6) 赤鬼

色
赤

青

否定的認知
(6�1) 悪魔

地獄

感覚的イメージ
(10�4) 否定的感情

(10�4) こわい

文化的イメージ
(26�0) 昔話

(14�0) 昔話

桃太郎

行事
(12�0) 節分

豆まき

豆�( ) 内は刺激語に対するカテゴリーの割合 (％) を表す

������
『鬼』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

便利 53 42�40�
免許 46 36�80�
事故 42 33�60�
速い 28 22�40�
タイヤ 27 21�60�
ドライブ 24 19�20�
ガソリン 22 17�60�
道路 18 14�40�
乗り物 15 12�00�
運転 14 11�20�
走る 13 10�40�

ハンドル 13 10�40�
かっこいい 13 10�40���125 反応語に同義語は含まない

�������
『車』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー 概 念 下位概念 反応語

車

言語的イメージ
(4�6) 言い換え

(4�6) 乗り物

認知的イメージ
(66�7) 用途

(33�5) 使用目的 ドライブ

使用条件
免許

ガソリン

使用場所 道路

認知
(20�4) 部位

タイヤ

ハンドル

認知
運転

走る

否定的認知
(12�8) 否定的展望 事故

感覚的イメージ
(28�7) 使用感

(24�7) 便利

速い

印象
(4�0) かっこいい�( ) 内は刺激語に対するカテゴリーの割合 (％) を表す

�������
『車』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程



6 . 『芸術』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『芸術』 における反応語数は同義語を含め, 982 語で

あった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����12 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『芸術』 から連想された反応語を分類

し, 以下のような概念とカテゴリーが生成された

(�����13)｡
3 ) 『芸術』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『芸術』 という刺激語では, ｢絵画｣ や ｢音楽｣

｢彫刻｣ という反応語から＜種類＞や, その他, ＜芸術

家＞＜能力＞などの概念化がなされた｡ そして, それら

の概念から 【認知的イメージ】 というカテゴリーが生成

された｡ 結果, 『芸術』 には, 【言語的イメージ】 【論理

的イメージ】 のイメージ属性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝92�76, ��＝1, �＜�001)｡
以上のことから, 『芸術』 では, 【認知的イメージ】 が

【言語的イメージ】 より有意に高い比率の偏りを示すこ

とがわかった｡

7 . 『サンタクロース』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『サンタクロース』 における反応語数は同義語を含め,

1435 語であった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と
出現率を�����14 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『サンタクロース』 から連想された反

応語を分類し, 以下のような概念とカテゴリーが生成さ

れた (�����15)｡
3 ) 『サンタクロース』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『サンタクロース』 という刺激語では, ｢おじい

さん｣ や ｢子ども｣ という反応語から 【人物】 というサ

ブ・カテゴリーが生成され, 【対象イメージ】 というカ

テゴリーの生成に至った｡ また, ｢冬｣ ｢雪｣ ｢夜｣ とい

う反応語からは, 【状況】 というサブ・カテゴリーが生

成され, ＜贈り物＞＜オブジェ＞＜乗り物＞という概念

から生成された 【イベント】 というサブ・カテゴリーと

合わせて, 【文化的イメージ】 のカテゴリーが生成され

た｡ 【文化的イメージ】 のカテゴリーは, 『サンタクロー

ス』 という刺激語から喚起されるイメージの 66�3％を占
めることが確認された｡ 結果, 『サンタクロース』 には,

【対象的イメージ】 【感覚的イメージ】 【文化的イメージ】

九州大学心理学研究 第11巻 2010��
反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

絵 51 40�80�
音楽 41 32�80�
秋 36 28�00�
絵画 31 24�80�
美術館 28 22�40�
彫刻 26 20�80�
ピカソ 16 12�80�
美術 16 12�80�
才能 14 11�20���125 反応語に同義語は含まない

�������
『芸術』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー 概 念 下位概念 反応語

芸術

言語的
イメージ
(20�1) 言い換え (6�2) 美術

慣用句 (13�9) 秋

認知的
イメージ
(79�9) 種類

(57�5) 絵画
絵画

絵

音楽

彫刻

芸術家 (6�2) ピカソ

建物 (10�8) 美術館

能力 (5�4) 才能�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す

�������
『芸術』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

トナカイ 110 88�00�
プレゼント 100 80�00�
クリスマス 79 63�20�
そり 73 58�40�
ひげ 66 52�80�
えんとつ 66 52�80�
雪 65 52�00�
赤 55 44�00�

おじいさん 41 32�80�
夢 40 32�00�
子ども 36 28�80�
冬 34 27�70�
くつ下 28 22�40�
やさしい 18 14�40�
白 18 14�40�
赤い 17 13�60�
袋 15 12�00�
夜 15 12�00�
赤い服 14 11�20�
ツリー 14 11�20���125 反応語に同義語は含まない

�������
『サンタクロース』 における反応語と出現率



【認知的イメージ】 のイメージ属性があることが判明し

た｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝1272�29, ��＝4, �＜�001)｡
8 . 『地震』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『地震』 における反応語数は同義語を含め, 976 語で

あった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����16 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『地震』 から連想された反応語を分類

し, 以下のような概念とカテゴリーが生成された

(�����17)｡
3 ) 『地震』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『地震』 という刺激語では, ｢崩壊｣ や ｢壊れる｣

｢揺れる｣ という反応語から＜震災＞や, ｢火事｣ ｢火山｣

という反応語から＜火災＞などの概念化がなされた｡ そ

して, それらの概念から 【現象的イメージ】 のカテゴリー

が生成された｡ また, ＜発生原因＞や＜規模単位＞＜歴

史的事実＞という概念から, 【認知的イメージ】 のカテ

ゴリーが生成された｡ 結果, 『地震』 には, 【現象的イメー

ジ】 【認知的イメージ】 【感覚的イメージ】 のイメージ属

性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝29�76, ��＝2, �＜�001)｡
また, 【現象的イメージ】 と 【認知的イメージ】 は同次

元のカテゴリーと考えられ, それらをまとめたものと

【感覚的イメージ】 の 2 カテゴリー間において, χ2 検

桑本：青年期におけるイメージの想起傾向に関する探索的研究 ��
刺激語 カテゴリー サブ・カテゴリー 概 念 反応語

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

対象イメージ (17�3) 人物 (15�8) おじいさん (11�8) おじいさん

ひげ

子ども

服装 (1�5) 赤い服

感覚的イメージ (2�0) 印象 (2�0) やさしい

文化的イメージ (66�3) 状況 (12�6) 冬

雪

夜

イベント (53�7) クリスマス

贈り物 (15�8) プレゼント

くつ下

袋

オブジェ (8�8) えんとつ

ツリー

乗り物 (20�2) トナカイ

そり

認知的イメージ (10�0) 色彩 (10�0) 赤い

赤

白

その他イメージ (4�4) 夢�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す

�������
『サンタクロース』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

怖い 59 47�20�
揺れる 37 29�60�
神戸 31 24�80�
火事 29 23�20�
地割れ 24 19�20�
死 21 16�80�
災害 19 15�20�

マグニチュード 18 14�40�
震度 18 14�40�
自然 17 13�60�
壊れる 17 13�60�
崩壊 17 13�60�

阪神大震災 17 13�60�
恐怖 14 11�20�
火山 13 10�40���125 反応語に同義語は含まない

�������
『地震』 における反応語と出現率



定を行った｡ その結果, 有意な比率の偏りが認められた

(χ2＝119�73, ��＝1, �＜�001)｡ 以上のことから, 『地
震』 では, 【現象的イメージ】 と 【認知的イメージ】 を

まとめたものが, 【感覚的イメージ】 より有意に高い比

率で想起されやすいことが明らかとなった｡

9 . 『家族』 におけるイメージの分析結果

1 ) 反応語と出現率

『家族』 における反応語数は同義語を含め, 1133 語で

あった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����18 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『家族』 から連想された反応語を分類

し, 以下のような概念とカテゴリーが生成された

(�����19)｡
3 ) 『家族』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『家族』 という刺激語では, ｢父｣ や ｢母｣ とい

う反応語から＜血縁＞や, ｢こたつ｣ ｢テレビ｣ という反

応語から＜家電＞などの概念化がなされた｡ そして, そ

れらの概念からそれぞれ, 【構成員】 【家族風景】 のサブ・

カテゴリーが生成され, 【認知的イメージ】 のカテゴリー

生成へ至った｡ 【認知的イメージ】 のカテゴリーは, 『家

族』 という刺激語から喚起されるイメージの 82�4％を占
めることが確認された｡ 結果, 『家族』 には, 【認知的イ

メージ】 【感覚的イメージ】 のイメージ属性があること

が判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝167�21, ��＝1, �＜�001)｡ 以上のことから, 『家族』 では 【認知的イメージ】 が

【感覚的イメージ】 より, 有意に高い比率で想起されや

すいことが明らかとなった｡

10�『将来』 におけるイメージの分析結果
1 ) 反応語と出現率

『将来』 における反応語数は同義語を含め, 937 語で

九州大学心理学研究 第11巻 2010��
刺激語 カテゴリー 概 念 反応語

地震

現象的イメージ
(44�4) 災害

震災 (27�1) 崩壊

壊れる

揺れる

地割れ

火災 (12�0) 火事

火山

認知的イメージ
(34�8) 発生原因 (4�8) 自然

規模単位
(10�3) 震度

マグニチュード

歴史的事実
(13�7) 阪神大震災

神戸

危機的予測 (6�0) 死

感覚的イメージ
(20�8) 否定的感情

(20�8) 怖い

恐怖�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す

�������
『地震』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程

反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

母 53 42�40�
父 53 42�40�
家 44 35�20�
団らん 29 23�20�
あたたかい 28 22�40�
犬 21 16�80�
旅行 19 15�20�
兄 18 14�40�
弟 17 13�60�
こたつ 16 12�80�
妹 16 12�80�
姉 15 12�00�
大切 14 11�20�
兄弟 13 10�40�
食事 13 10�40�
テレビ 13 10�40�
絆 13 10�40���125 反応語に同義語は含まない

����� ��
『家族』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー サブ・カテゴリー 概 念 反応語

家族

認知的
イメージ
(82�4) 建物(11�1) 家

構成員
(52�2) 血縁

(46�8) 父

母

兄

弟

姉

妹

兄弟

ペット(5�3) 犬

家族風景
(19�1) 家電

(7�3) こたつ

テレビ

旅行

まとまり
(7�0) 食事

団らん

感覚的
イメージ
(17�6) 感情

(10�8) あたたかい

印象
(6�8) 大切

絆�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す

�������
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あった｡ 出現率が 10�以上みられた反応語と出現率を�����20 に示す｡
2 ) 反応語の概念化とカテゴリー生成��法を用いて 『将来』 から連想された反応語を分類

し, 以下のような概念とカテゴリーが生成された

(�����21)｡
3 ) 『将来』 のイメージ属性

反応語分類の結果, 刺激語のイメージ属性が明らかと

なった｡ 『将来』 という刺激語では, ｢未来｣ や ｢明るい｣

という反応語から＜肯定的展望＞や, ｢結婚｣ ｢子ども｣

という反応語から＜予測＞などの概念化がなされた｡ そ

して, それらの概念から 【認知的イメージ】 のカテゴリー

が生成された｡ また, ｢希望｣ や ｢夢｣ という反応語か

ら＜希求＞や, ｢仕事｣ ｢就職｣ という反応語から

＜労働＞などの概念化がなされた, それらの概念から

【生産的イメージ】 のカテゴリーが生成された｡ 結果,

『将来』 には, 【感覚的イメージ】 【認知的イメージ】 【生

産的イメージ】 のイメージ属性があることが判明した｡

カテゴリーについてχ2検定を行ったところ, 有意な

比率の偏りが認められた (χ2＝59�17, ��＝2, �＜�001)｡�. 考察
1 . 各刺激語のイメージ属性と想起傾向

刺激語に対する連続連想による反応語を分類すること

で, 刺激語がもつイメージの属性が明らかとなった｡ ま

た, 反応語出現率が 10�以上のものを分析することで,
一般的なイメージ反応の分類が可能となり, イメージの

想起傾向の一般性を捉えることが可能となった｡ 結果の

項で示したように, 本研究で取り上げた 10 の刺激語は

それぞれに特有なイメージ属性が確認された｡ また, 各

刺激語に対する反応語数を検討すると, 具象語と抽象語

ではその反応語数に差が認められる｡ 具象語である 『コ

ンピューター』 や 『車』 の方が, 抽象語である 『希望』

や 『将来』 よりも反応語数が多い｡ 多くの研究では, 具

象語の場合にはイメージが浮かびやすく, 抽象語の場合

にはイメージが浮かびにくいことを明らかにしていると

いう指摘 (上杉, 1983) があるように, 本研究でも同様

な結果が得られた｡ これは, イメージをする際に比較的

視覚イメージが優位に働くことを示唆している｡

また, ��法による反応語の概念化とカテゴリー生成
を分析すると, 7 つの刺激語のイメージ反応に, 【認知

的イメージ】 と 【感覚的イメージ】 のカテゴリーがみら

れた｡ これは, 刺激語のイメージ属性に優位な傾向があ

るとはいえ, イメージの多様性が反映された結果といえ

よう｡ また, 『芸術』 という刺激語では, 【認知的イメー

ジ】 が優位であった｡ 『芸術』 という感情に影響されや

すいと想定されている刺激語ではあるが, 反応語の分類

では 【感情的イメージ】 のカテゴリーが生成されず, 反

応したイメージ内容の特殊性が示唆される｡ このように,

各刺激語にはそれぞれのイメージ属性があることが認め

られたが, 優位な属性はあるものの, その内容は非常に

多様であることが考えられた｡

2 . イメージの想起傾向の構造化

イメージの想起傾向構造とは, あるイメージ誘発刺激

に対して, どのようなイメージの反応パターンがみられ

るかにより分類されたイメージの様相である｡ 各刺激語

において確認されたイメージ属性と想起傾向は, 連続連

想の手続きと反応語出現率が 10�以上のものを分析す
ることにより主体の個別的な反応による分類を回避した

とはいえ, 各刺激語に固有な属性に基づくイメージの想

起傾向であるため, イメージを想起する際の一般的・普

遍的な構造を表しているとは言いがたい｡ そのため, 各

刺激語から生成された上位カテゴリーを��法により横
断的に分類し, 一般性を有するイメージの想起傾向の構

造化を試みた｡ その結果, イメージには, 概念・意味・

桑本：青年期におけるイメージの想起傾向に関する探索的研究 ��
反 応 語 度 数 (人) 出 現 率

夢 62 49�60�
希望 49 39�20�
不安 44 35�20�
未来 39 31�20�
結婚 33 26�40�
明るい 25 20�00�
仕事 24 19�20�
子ども 19 15�20�
未知 18 14�40�
就職 14 11�20���125 反応語に同義語は含まない

�������
『将来』 における反応語と出現率

刺激語 カテゴリー 概 念 反応語

将来

感覚的イメージ
(13�5) 否定的感情

(13�5) 不安

認知的イメージ
(41�0) 肯定的展望

(19�6) 未来

明るい

予測
(15�9) 結婚

子ども

認知 (5�5) 未知

生産的イメージ
(45�5) 希求

(33�9) 希望

夢

労働
(11�6) 仕事

就職�( ) 内は刺激語に対する概念およびカテゴリーの割合 (％) を表す
�������

『将来』 に対する反応語からのカテゴリー生成過程



論理・言語・理性的なイメージを想起する 【認知的イメー

ジ傾向】, 情念・感情的イメージなどを想起する 【情動

的イメージ傾向】, そして, 生産的イメージを想起する

【生産的イメージ傾向】 という 3 つのイメージの想起傾

向に分類された (�����22)｡ また, 各刺激語のサブ・
カテゴリーおよび概念の分析により, 【認知的イメージ

傾向】 【情動的イメージ傾向】 には ｢ポジティヴ｣ ｢ネガ

ティヴ｣ ｢ニュートラル｣ の下位構造が認められた

(�����23)｡ 例えば, 【認知的イメージ傾向】 を生成し
たカテゴリーである認知的イメージは, ＜否定的認知＞

や＜肯定的展望＞などの概念により構成されるのである｡

このことから, 一般的なイメージの想起傾向構造として

7つのイメージの想起傾向の特徴が認められ, これらの

7つの構造によりイメージの想起傾向が包括的に理解で

きることが示唆された｡

主体がある刺激からイメージを想起する時, 具象的・

抽象的といった刺激語の属性による影響を受けるとはい

え, 一般的にみられるイメージの傾向として, 【認知的

イメージ傾向】, 【情動的イメージ傾向】 と 【生産的イメー

ジ傾向】 といった 3つのイメージの想起傾向に収斂され

ることが分かった｡ 田嶌 (2003�) は, 水島 (1984) と

同様に, �イメージ療法とは種々の条件下で思い浮かべ
た視覚的イメージを利用した心理療法の総称�としてい
るが, 心理臨床におけるイメージによる治療機序として,

イメージ療法の進展により, イメージが自律的に動き出

すとイメージ自体が鮮明になり, その体験様式が変化す

ることが知られている｡ その結果, クライエントの不安

や恐怖などの感情的体験の変化がもたらされ, 治癒に至

ると考えられている｡ そして, イメージ療法による治療

機序において, 主体の一般的なイメージの想起傾向構造

で認められた 3つの傾向による視点からの検討も考えら

れる｡ 本研究の知見をイメージ療法などの心理臨床に役

立てていくには, 視覚イメージは 【認知的イメージ傾

向】, 体験様式の変化は 【情動的イメージ傾向】, そして

治癒して変化していく主体は 【生産的イメージ傾向】 と

いうように, それぞれどのような関係があるのかという

観点から詳細に検討していく必要があろう｡ いずれにせ

よ, 心理臨床においては, 一般的なイメージ傾向を丁寧

に把握した上で, より個別的なイメージ傾向を検討して

いくことが重要になってくると考えられる｡ また, �ど
のようなイメージを浮かべやすいかは, その人のパーソ

ナリティを表す�(土沼, 1990) ことから, 一般的なイ
メージの想起傾向が個別的な主体のありようを反映して

いるとも考えられる｡ これまで, 心理臨床における研究

では個別性に着目する形でのイメージの内容とイメージ

の体験様式に関する研究が多くみられた｡ 本研究は, 一

般的なイメージの想起傾向というイメージ想起の一般性

が個別的な理解へとつながる可能性が示唆された心理臨

床におけるイメージの基礎的研究であると言えよう｡

3 . まとめと今後の課題

本研究では刺激語の連続連想による反応の分類から,

イメージの想起傾向の一般性を探索的に検討した｡ 今回

の調査で明らかとなった, 主体がイメージを想起する際

九州大学心理学研究 第11巻 2010��
イメージ傾向カテゴリー 生成されたカテゴリー (刺激語)

認知的イメージ傾向

現象的イメージ (地震)
認知的イメージ (コンピューター)
認知的イメージ (愛)
認知的イメージ (希望)
認知的イメージ (鬼)
認知的イメージ (車)
認知的イメージ (芸術)
認知的イメージ (サンタクロース)
認知的イメージ (地震)
認知的イメージ (家族)
認知的イメージ (将来)
言語的イメージ (コンピューター)
言語的イメージ (希望)
言語的イメージ (鬼)
言語的イメージ (車)
言語的イメージ (芸術)
対象イメージ (サンタクロース)
文化的イメージ (鬼)
文化的イメージ (サンタクロース)

情動的イメージ傾向

感覚的イメージ (コンピューター)
感覚的イメージ (愛)
感覚的イメージ (鬼)
感覚的イメージ (車)
感覚的イメージ (サンタクロース)
感覚的イメージ (地震)
感覚的イメージ (家族)
感覚的イメージ (将来)

生産的イメージ傾向
生産的イメージ (希望)
生産的イメージ (将来)
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各刺激語のカテゴリー分類による
イメージの想起傾向の構造生成過程

イメージの想起傾向 下位構造

認知的イメージ傾向

ポジティヴ

ネガティヴ

ニュートラル

情動的イメージ傾向

ポジティヴ

ネガティヴ

ニュートラル

生産的イメージ傾向

�������
イメージの想起傾向の構造



に, 一般的にどのようなイメージの想起傾向を有するの

かを把握することは, 個別的なイメージ内容やイメージ

体験を検討していく上で, 非常に重要な視点になると考

えられる｡ しかし, 反応語出現率が 10�以上の反応内
容を分析の対象としたものの, 調査協力者それぞれの個

別のイメージについて考慮した分析ができなかった｡ そ

もそもイメージは主観的現象であるため, イメージの多

様性を明確に把握することは質問紙調査の限界もあり困

難であった｡ 従って, 今後の課題として, 面接法などに

より調査対象者がどのような一般的なイメージ傾向を有

しているかを丁寧に検討する必要がある｡ また, 各刺激

語には 【認知的イメージ傾向】 や 【情動的イメージ傾

向】 といった複数のイメージ傾向を誘発する属性がある

ことが分かっており, イメージの想起傾向を客観的に判

定するのは困難を伴う｡ 今後, 主体の一般的なイメージ

の想起傾向を客観的に判定できる尺度等を作成していく

ことが課題としてあげられる｡ また, 本研究では青年期

の大学生を調査対象者としている｡ それは, 刺激語から

連想したイメージを適切に言語化できる年齢ということ

があげられる｡ また, 青年期は, 身体イメージや将来へ

のイメージに関する自己イメージを持ち, さまざまな臨

床的課題が認められる時期と言われおり, 現実的・非現

実的と関係なくさまざまなイメージを体験する青年に焦

点をあてることは, 今後の青年期臨床に資すると考えら

れる｡ 今後は青年期において特徴的に認められるイメー

ジという観点からも, 質的, 量的にイメージの想起傾向

を丁寧に検討していくことが課題としてあげられる｡
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